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Ｑ２： 学力向上に向けて、どのような取組をしていけばよいでしょうか。具体的

な取組について紹介してください。

本県の教育課題の一つとして、子どもたちの学力向上が挙げられます。子どもたちの確かな学力を育

むためには、「教師の指導力」、「子どもの学ぶ意欲・学習習慣」、「保護者の理解・協力」の３つの要素

が欠かせません。各学校においては、この３つの要素を意識して、学力向上のために様々な工夫をして、

取り組んでいることと思います。今後は、現在の取組を検証し、改善を加えながら継続して着実に実施

していくことが大切です。ここでは、地区内の特色ある取組について紹介しますので、ぜひ参考にして

ください。

【取組１】言語活動の充実

【取組２】ノート指導の充実

【取組３】振り返る活動の充実

【取組４】調査問題の活用

【取組５】授業サポーターとの協働による授業実施のための体制づくり

【取組６】自主学習プロジェクト

【取組７】家庭向け学習通信・教職員向け通信の発行

１ 言語活動の充実

【１】学習展開のパターン化

学習展開を「つかむ」・「考える」・「深め

る」・「まとめる」といった流れで各教科統

一して取り組むことで、授業に「見通し」

をもたせ、児童生徒の主体的な学習へつな

げる。特に導入時の「つかむ」段階で「お

もしろい」・「不思議だ」などの思いを問題

解決につなげる授業展開の工夫が大切であ

る。

【２】ペア学習の実践

「考える」・「深める」学習展開において、ペア学

習は大変有効である。「ペア学習の手引き」を作成

することで、活動の「型」を徹底することができ、

互いに意見の練り合い・深め合いができるようにな

る。

〈学習展開のパターンを明記した指導案の例〉


